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大
西
洋
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
英
国
で
サ
ケ
と
い
え
ば
、
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
ザ
ケ
（Salm

o salar

）
を
指
す
。
そ
の
生
活
史
を
ま
と

め
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
一
九
五
九
）
の
『
サ
ケ
』（
松
井
宏
明
訳
）
の
解
説
で
、
一
九
七
四
年
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

カ
ナ
ダ
で
サ
ケ
・
マ
ス
類
を
研
究
し
て
い
る
ニ
ー
ヴ
（
一
九
五
八
）
は
、「
サ
ケ
属
の
起
源
と
種
の
分
化
」
と
い
う
論
文
の

中
で
次
の
よ
う
な
推
論
を
行
っ
て
い
る
。最
新
世
初
期
に
大
西
洋
か
ら
北
極
海
を
通
っ
て
、北
米
大
陸
沿
い
に
太
平
洋
に
入
っ

て
き
た
ニ
ジ
マ
ス
属
の
祖
先
か
ら
、
北
太
平
洋
の
外
れ
で
隆
起
を
繰
り
返
し
て
い
た
日
本
海
（
の
原
型
）
に
お
い
て
、
サ
ケ

属
が
分
化
成
立
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
今
か
ら
五
〇
～
一
〇
〇
万
年
前
に
、
サ
ケ
属
の
祖
先
系
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ
ス
が
出
現

し
、
再
び
北
太
平
洋
に
分
布
を
広
げ
て
ゆ
く
過
程
で
よ
り
海
洋
生
活
に
適
応
し
た
サ
ケ
属
の
他
の
五
種
が
分
化
し
た
。
太

平
洋
に
入
っ
て
き
た
ニ
ジ
マ
ス
属
の
祖
先
の
太
平
洋
東
岸
（
北
米
西
岸
）
に
定
着
し
た
も
の
が
、
ニ
ジ
マ
ス
と
し
て
分
化
成

立
し
た
。

五
〇
年
後
の
今
も
、
ニ
ー
ヴ
の
こ
の
見
方
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
ニ
ジ
マ
ス
が
ニ
ジ
マ
ス
属
（Salm

o

）
か
ら
サ
ケ

属
（O

ncorhynchus

）
に
移
っ
た
の
で
、
そ
の
点
で
少
し
見
直
し
を
す
れ
ば
、
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
ザ
ケ
を
祖
先
と
し
て
太
平
洋
で

サ
ク
ラ
マ
ス
（O.m

asou

）
か
ら
ベ
ニ
ザ
ケ
（O.nerka)

、
ギ
ン
ザ
ケ
（O. kisutsh

）、
マ
ス
ノ
ス
ケ
（O.tshaw

ytscha

）、
カ
ラ
フ

ト
マ
ス
（O.gorbuscha

）、
シ
ロ
ザ
ケ
（O.keta
）
が
分
化
成
立
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

サ
ク
ラ
マ
ス
に
つ
い
て
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
大
原
一
郎
さ
ん
や
岡
崎
登
志
夫
さ
ん
の
遺
伝
学
的
研
究
や
化
石
に
よ
る
系
統
地

理
学
的
研
究
か
ら
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

太
平
洋
か
ら
隔
離
さ
れ
た
大
き
な
湖
の
よ
う
な
日
本
海
ま
た
は
そ
の
原
型
に
、
五
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
万
年
前
に
出
現
し
た

サ
ク
ラ
マ
ス
の
祖
先
か
ら
、
一
八
〇
～
三
〇
〇
万
年
前
に
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
に
出
現
し
た
第
二
瀬
戸
内
海
湖
（
現
在
の
瀬
戸
内

海
と
伊
勢
湾
が
そ
の
名
残
り
）
で
、
サ
ツ
キ
マ
ス
（
ア
マ
ゴ
／O.m

asou ishikaw
ae)

が
出
現
し
た
。
な
お
岡
崎
登
志
夫
さ
ん
や
筆

者
ら
の
研
究
で
は
、
同
じ
時
期
同
じ
場
所
で
カ
ワ
ム
ツ
か
ら
タ
ニ
ム
ツ
が
分
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
内
陸

部
に
と
り
残
さ
れ
た
古
琵
琶
湖
（
四
五
万
年
前
に
最
大
最
深
と
な
る
）
で
、
五
〇
万
年
ま
た
は
一
〇
～
二
〇
〇
万
年
前
に
ビ
ワ
マ
ス

（O.m
asou rhodurus

）
が
分
化
し
た
。

そ
れ
以
降
何
回
か
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
氷
河
の
前
進
後
退
の
過
程
で
、
九
州
や
本
州
西
部
日
本
海
側
で
は
水
温
の
低
い
高

山
部
の
渓
流
に
残
留
す
る
よ
う
に
し
て
ヤ
マ
メ
が
サ
ク
ラ
マ
ス
か
ら
分
化
し
た
。

現
在
サ
ケ
の
遡
上
す
る
千
葉
県
以
北
と
島
根
県
以
北
の
河
川
で
、
サ
ク
ラ
マ
ス
は
海
と
河
川
上
流
部
を
行
き
来
し
続
け
て
き

た
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
と
ヤ
マ
メ
の
遺
伝
的
分
化
は
明
確
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
亜
種
と
し
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

東
海
・
黄
海
ま
で
南
下
回
遊
し
て
い
た
サ
ク
ラ
マ
ス
が
、
台
湾
の
高
山
地
帯
の
渓
流
に
二
〇
〇
万
年
前
の
氷
河
期
に
残
留
し
分

岐
し
た
の
が
、
サ
ラ
マ
オ
マ
ス
（O.m

asou form
osanus

）
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
現
在
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
の
祖
先
か
ら
サ
ク
ラ
マ
ス
（
ヤ
マ
メ
／O.m

asou m
asou

）、
サ
ツ
キ
マ
ス
（
ア

マ
ゴ
）、
ビ
ワ
マ
ス
、
サ
ラ
マ
オ
マ
ス
の
四
亜
種
が
分
化
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
ヤ
マ
メ
と
ア
マ
ゴ
は
降
海
し
な
い
河
川
残
留

型
と
し
て
、
成
魚
で
は
明
確
に
区
別
で
き
る
。
し
か
し
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
雄
で
は
降
海
し
な
い
も
の
も
い
て
、
そ
れ
も
そ
の
割

合
が
北
で
小
さ
く
南
で
大
き
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
残
留
型
と
降
海
型
の
分
化
と
の
関
係
で
、
コ
ラ
ム
②
で
も
う
少
し
ふ

れ
る
。

ま
た
、
湖
沼
を
海
の
代
わ
り
に
し
て
育
ち
大
き
く
な
っ
て
成
熟
し
、
産
卵
の
た
め
に
産
ま
れ
た
流
入
河
川
に
も
ど
る
湖
沼
陸

封
型
の
サ
ク
ラ
マ
ス
と
サ
ツ
キ
マ
ス
も
発
生
す
る
。
湖
沼
陸
封
型
に
つ
い
て
は
コ
ラ
ム
⑧
と
コ
ラ
ム
⑨
で
ふ
れ
る
。
琵
琶
湖
に

流
入
す
る
河
川
に
は
ア
マ
ゴ
が
い
る
が
、
ビ
ワ
マ
ス
の
河
川
残
留
型
が
存
在
す
る
の
か
、
そ
れ
は
ア
マ
ゴ
と
ど
の
よ
う
に
区
別

さ
れ
る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

 コラム①　サクラマスの起源を考える


